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デズモンド・モロイ
平和と紛争研究センター（CPCS）コンサル
タント/パナストラ大学非常勤講師

ジョマート・オルモンベコフ
国連政治・平和構築局(DPPA)事務次長室
政務調整官

リサ・リーフキ
国連アフガニスタン支援ミッション
(UNAMA) 政務部上級政務担当官

シモネッタ・ロッシ
国連シエラレオネ常駐調整官事務所
(UNRCO) 平和・開発アドバイザー

小野 京子
国連人道問題調整事務所(OCHA)ラカイン
事務所代表

上杉 勇司

Workshop1：アナリシス
紛争分析の理論と様々な方法
政治的・法的分野の政策的課題

実地講師

オンライン講師

藤原 広人
国際刑事裁判所(ICC)書記局・対外活動局 
国別分析ユニット長 

篠田 英朗/玉内 みちる

忍足 謙朗
難民を助ける会（AAR Japan）常任理事/日本
国連食糧計画（WFP）協会理事/元国連世界
食糧計画（WFP）アジア地域局長

小松原 茂樹
国連開発計画（UNDP）マラウイ共和国常駐代表

ピーター・コゼレッツ
国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）
上級保護官

末藤 千翔
元国境なき医師団プロジェクトコーディネ
ーター

中村 俊裕
NPO法人コペルニク（Kopernik）共同創設者兼
CEO/大阪大学COデザインセンター招聘教授

ジョン・キャンベル
セキュリティー・コンサルタント/元国連難民
高等弁務官事務所(UNHCR）アジア太平洋安
全アドバイザー・eセンターコーディネーターギヨム・フォリオ

Global Vision創設者兼リードコンサルタ
ント/Le Designer Clandestin創業者

ルイス・ロビンソン
InSiTuトレーニングディレクター/上級人道
支援アドバイザー・安全トレーニング専門家舛岡 真理

国連世界食糧計画（WFP）アフガニスタン
サプライチェーン担当官

篠田 英朗/玉内 みちる/平原 弘子/岩本 玲央/増田 貴子/田中 美樹子

上杉 勇司/デズモンド・モロイ

Workshop3：コーディネーション
多様な組織間の業務調整・交渉の手法
人道援助活動の政策的課題/コミュニケーションスキル

実地講師

オンライン講師

ママドゥ・ンダウ
国連開発計画(UNDP)アディスアベバ地域
サービスセンター リザルト・ベースド・マネジ
メントアドバイザー、チームリーダー

篠田 英朗/忍足 謙朗/小松原 茂樹/中村 俊裕/末藤 千翔/
玉内 みちる/田中 美樹子

イブラヒム・ムサ
政策スペシャリスト、国家平和と開発スペ
シャリスト・アドバイザー

大塚 玲奈
国連開発計画（UNDP）
デジタルイノベーション専門官

熊丸 耕志
国連開発計画（UNDP）水セキュリティー
プロジェクトマネージャー

鈴木 惠理
国連児童基金（UNICEF）東部・南部アフリカ地
域事務所 子どもの保護担当官

桑田 弘史
国連開発計画（UNDP）国別支援管理チーム
プロジェクト調整専門官

藤村 梨紗
国連開発計画（UNDP）・国連政治・平和構
築局（DPPA）共同プログラムM&E・プログ
ラム専門官

上杉 勇司/デズモンド・モロイ

Workshop4：マネジメント
プロジェクト・マネジメントの手法
様々なファンドスキームを通じた開発援助活動の政策的課題

実地講師

オンライン講師

玉内 みちる

キャリア構築支援
実地講師

安全管理術

篠田 英朗/忍足 謙朗/末藤 千翔/小松原 茂樹

ジョン・キャンベル/ルイス・ロビンソン

実地講師

オンライン講師

佐藤 知央　オフィスクラッチ代表

キャリア・デザイン

オンライン講師

キャリアコンサルタントとして人材育成・活用に関するコンサルティング及び研修に従事

令和3（2021）年度プライマリー・コース：国内研修カリキュラム・講師紹介

最初の週末のエクスカーションでは、
「広島平和記念公園」 を訪問しました。

チームワークを発揮し、講師の助言も得
ながら、グループ作業を行いました。

小田原外務副大臣が研修会場を訪問さ
れ、研修員及び講師と平和構築の課題に
ついて自由闊達な議論を交わしました。

国内外から講師・研修員が集い、オンラ
イン上で活発な討議・グループ作業を
行いました。

国内研修の様子

Workshop2：プランニング
活動計画の立案の手法
安全保障分野(DDR・SSR・PKOミッション等)の政策的課題/人事

実地講師

オンライン講師

マリア・ロペス・エチェバリア
国連南スーダン共和国ミッション(UNMISS）
復興と帰還、社会復帰担当官

エマ・ビリコラン
コフィ・アナン国際平和維持訓練センター
学務・研究学部副学長

篠田 英朗/玉内 みちる

平原 弘子
国連南スーダン共和国ミッション(UNMISS）
ベンティウ事務所長

マイケル・エメリー
国際移住機関(IOM)人事部長

長谷川 祐弘
日本国際平和構築協会理事長/元国連事
務総長特別代表（東ティモール担当）

大庭 真理枝
国連開発計画（UNDP）南スーダン
再統合専門官

渡辺 愛子
国連平和活動局（DPO） プログラム管理官

ウマル・バ
元国連マリ多面的統合安定化ミッション
ガオ地域事務所長

上杉 勇司/デズモンド・モロイ

田中 美樹子
元在ガイアナ国連常駐調整官

篠田 英朗
HPC代表理事/東京外国語大学教授

上杉 勇司  HPCコースメンター/早稲田大学教授

研究員    岩本 玲央 / 警備陸曹    増田 貴子 / 評価担当員    西野 拓也

玉内 みちる
HPCシニア・アドバイザー(キャリア構築支援) 

Ini t ial  Week
開講式・外務省副大臣表敬（ハイブリッド）・自己紹介プレゼンテーション・チームビルディング・
平和構築の紹介・コンピテンシー（業務遂行能力）の紹介

実地講師

オンライン講師

[ 陸上自衛隊陸上総体国際活動教育隊 ]

５ーA
平島 萌子
　私は、看護師/保健師として、医療機関と保
健所で勤務し、主に感染症の対応を担当し
ていました。UNVとしての海外派遣は、初め
ての経験です。プライマリー・コースは、国連
で働く上で必要な知識とスキルを身につけ
るための、大変貴重な機会となりました。

　コースでは、平和構築・紛争解決をテーマに、課題の分析・計画・
実施・評価までのプロセスを包括的に学びます。研修は、経験豊富な
講師による講義で方法論や事例を理解し、グループワークを通して、
実践的に学びを深めるという構成でした。グループワークでは、複雑
な状況を分析し、適切な支援を届けることの難しさを体験すると同
時に、論理的かつ柔軟な思考、明確なコミュニケーション、そして関
係機関との連携の重要性を実感しました。研修中に、講師や修了生
からキャリア構築についてのアドバイスや、ご自身の経験を共有して
頂いたことも、大変心強かったです。また、同じ道を志す同期研修員
と出会えたことは、一生の宝物です。コースは、UNVとして必要とさ
れる知識やスキルが習得できるプログラムです。これから、国連での
キャリア構築を目指す若手にとって、最高の機会だと思います。

ケルビン・カランジャ
　プライマリー・コースは、発展途上国の
変革や人々の苦しみの軽減への貢献を目
的とする私のキャリアの方向性に合った、
喜ばしい刺激でした。これは収集能力、理
解力、知識、実践のすべての分野を網羅し
た、しっかりと構成された平和構築と開発

の講義により達成されました。ファシリテーターやメンターには、長
年の実践により洗練されたプレゼンテーションをしていただき、その
人選は本当に素晴らしいものでした。私の友人であり、相互的につ
ながったグローバルな世界の進歩的なネットワークの一部である同
僚の研修員との価値観の共有、洞察の収集や交流ができた約５週
間は、ケニアの農村で育った若者の視点からも、非常に素晴らしい
ものだったと言えます。このコースは、私の自信を高め、社会や活動
でインパクトを創造し、フィールドや本部の広大な領域からグローバ
ルなチャンスを掴むための準備をしてくれました。私は、日本で実地
における研修もしたいと願っておりましたが、オンライン研修も同様
に実用的なものであり、私はこの機会に感謝し、誇りあるHPCの修了
生として貢献する準備ができています。

今年度研修員からのメッセージ

国連機関 国際機関 国際NGO 国内NGO 政府機関 その他

キャリア
構築支援

０３ 　国内研修開始前から、将来のキャリア・プランづくりを支援しています。国際機関の要職経験者や人事担当者による助言制
度などのサポート体制を強化するとともに、他の研修員、国内研修の講師陣、海外派遣先の機関などと研修を通じて幅広い人
脈を築くことが可能です。また、採用に関する情報の提供も行っています。

海外派遣

０２

　日本人研修員は国内研修修了後、国連ボランティア（UNV）として平和構築・開発分野の現場で活動している国際機関等へ、
最大12ヵ月間派遣されます。研修員は、国内研修実施後の2022年3月から順次派遣されることになっています。平和構築・開
発分野の専門家になるためには、実務経験が欠かせません。国内研修で習得した理論やスキルなどを現場で実践する貴重な
機会となります。なお2021年10月には、研修員と派遣先の円滑なマッチングのために、国連機関駐日事務所の職員の方々と
日本人研修員をオンラインでつないで、オリエンテーションを実施しました。また、研修初日の1月19日には、研修員と外務省
その他政府機関等、国連機関及び各国在京大使館の交流の場としてオンラインミートアップが開催され、海外派遣に関する情
報共有や意見交換が行われました。

　2022年1月19日から2月22日までの約5週間にわたって国内研修を実施しました。外国人研修員は、新型コロナウイルス感
染拡大にかかる日本政府の水際対策との関係で、全員が来日困難となったため、全日程を通じ、本国からオンラインで参加す
ることとなりました。日本人研修員は、うち若干名が途中まではオンラインで参加し、最終的には全員が対面形式で参加するに
至りました。また、講師については38名中12名が実地で、残る26名にはオンラインでご貢献いただきました。コースの全日程
を通じて、実地参加とオンライン参加を恒常的に両立させた「ハイブリッド方式」で実施し、経験豊富な講師の下でロール・プ
レイやグループワークなども行われ、オンライン研修員も活発に参加して、大変有意義な研修となりました。また、研修会場で
は飛沫・エアロゾル・接触に対する最大限の感染予防・防止策を施しました。海外の平和構築人材育成機関や国連などの国際
機関と連携し、世界最高水準の講師陣による充実した研修となり、これによって、平和構築・開発分野の第一線で活躍する実務
家との人的ネットワークの形成も期待されます。

国内研修

０１

Primary Course プライマリー・コース

身につくのは、知識、実践、自信、そして人の輪
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事例｜09
令和2年度コース参加当時日本アセアンセンターにて調査・政策分析クラスター事業
統括長代理兼クラスター長として勤務。平成21年度平和構築人材育成事業本コース
の修了生でもあります。
現在、調査・政策分析クラスター長でご活躍されていらっしゃいます。

事例｜08
令和元年度コース参加前P2ランクでIOM本部にてMigration Health Emergency 
Response Officerとして勤務。
WHO本部に移り、Technical  Officer (P3)と職歴を充実させていらっしゃいます。

事例｜07
平成30年度コース参加当時P3ランクでIOMシエラレオネにてProject  Manager 
( TVET and Entrepreneurship)として勤務。
現在はIOMエチオピア事務所ガンベラ支所長（Head of  Office）としてご活躍さ
れていらっしゃいます。

事例｜06
平成29年度コース参加当時P3ランクでUN-HabitatアフガニスタンのKnowledge 
Management Officerとして勤務。
現在、UN-HabitatシリアにてProgramme Management Officer, Human 
Settlements（P4）としてご勤務されていらっしゃいます。

事例｜05
平成29年度コース参加当時P3ランクでパプアニューギニアのUN Resident 
Coordinator ’s  Office,  Communications Special istとして勤務。
現在、東京のUNDP Representat ion  Office ,  T ICAD Par tnersh ip  Special ist
（P4）としてご活躍されていらっしゃいます。

事例｜04
平成28年度コース参加当時P3ランクでMINUSMA, DDR Officerとして勤務。
現在、UNODCにてProgramme Coordinator（P4）としてご活躍されていらっしゃ
います。

事例｜03
平成28年度コースに参加前、国連ボランティア（UNV）としてUNDPアフガニスタン
で Strategy Planning & Results  Unit  /  Peacebui lding and Development 
Special istとして勤務。
IOMカメルーンにてProgram Manager,  Disengagement,  Disassociat ion,  
Reintegrat ion & Reconci l iat ion (DDRR)（P4）と職歴を充実され、現在、同事務
所にてProgramme Manager（P4）としてご勤務されていらっしゃいます。

事例｜02
平成27年度コース参加当時P3でIOMソマリア事務所にて人道支援部門の部長と
して勤務。
現在、IOM中東・北アフリカ事務所にてRegional  Migrat ion Health Special ist
（P4）としてご活躍されていらっしゃいます。

事例｜01
平成27年度コース参加当時P3ランクでUNMAS/UNSMIL Tunis ,  Programme 
Officerとして勤務。
UNMAS/UNOPS,  Programme Officer -  Grants  and Contracts  （P3）から
UNOPS（UNMASプログラム), I raq,  Programme Officer -  Budget and 
Compliance（P3）と職歴を充実させ、現在はP4ランクでUNRWA -  Cash for  
Work Project  Managerとしてご勤務されていらっしゃいます。

ミッドキャリア・コース修了生のキャリアの進展を匿名で紹介します。

ミッドキャリア・コースの参加者の大半はすでに国連・国際機関に勤務している方々で、それ以外の方々も平和構築・開発・人道援助の最前線
を担う政府機関や援助組織に所属していらっしゃる方々です。これはそもそもミッドキャリア・コースが、すでに平和構築関連の実務でキャ
リアを開始されている方々を対象にして、さらなるキャリアの進展を支援するために設定されている研修であるためです。（なお上記の資料は
日本人参加者に関する情報ですが、外国人については基本的に参加者の全員が国連・国際機関のP4/P5相当のランクの職員の方々です。）
研修終了後も、修了生の方々は、そのまま国連・国際機関あるいはその他の平和構築関連組織でキャリアを発展させていらっしゃいます。
下記は、ミッドキャリア・コース参加後に国連・国際機関で昇進を果たされた方々の事例です。

UNHCR(国連難民高等弁務官事務所)／5名 
ADB(アジア開発銀行)／1名
UNODC(国連薬物犯罪事務所)／1名
ILO(国連労働期間)／1名 
UNESCO(国連教育科学文化機関)／1名
UNRCO(国連常駐調整官事務所)／2名
WHO(世界保健機関)／2名 
UNAIDS(国連合同エイズ計画)／1 名
UNS(国連事務局)／2名 
WB(世界銀行)／1名
INTERPOL(国際刑事警察機構)／1名

UNOPS(国連プロジェクトサービス機関)／2名
UNFCCC(気候変動に関する国連枠組み条約事務局)／1名
UNITAR(国連訓練調査研究所)／1名
UNFIL(国連レバノン暫定君)／2名
UNITAMS(国連スーダン統合移行支援ミッション)／1名
UNOCA(中央・東アフリカ地域事務所)／1名
UNFPA(国連人口基金)／1名
UNSOS（国連ソマリア支援事務所）／2名
UNRWA(国連パレスチナ難民救済事業機関)／3名
UNV(国連ボランティア計画)／1名

IOM(国際移住機関)／9名
FAO(国連食糧農業機関)／3名
UNIDO(国連工業開発機関)／1名
WFP(国連世界食糧計画)／7名
ICC(国際刑事裁判所)／1名 
日本アセアンセンター／1名
UNDP(国連開発計画)／7名
UN-Habitat（国連人間移住計画)／2名
UNICEF(国連児童基金)／5名
IMF(国際通貨基金)／1名
UNIC(国際連合広報センター)／1名

ミッドキャリア・コース修了生が所属する国連・国際機関(平成27年度~令和3年度)

10 20 30 40 50 60 80700 (人)

国連・国際機関 71

55その他*2

政府 6

NGO・NPO 44

民間 44

JICA 44

大学院 3
「その他」には、育児等のキャリア上の理由による活動に従事している方や上記項目以外に従事されて
いる方が該当します。

*2

※令和4（2022）年3月時点ミッドキャリア・コース日本人修了生の現在の職業

　数多くのプライマリー・コース修了生が、国際機関の本部やフィールドで、責任ある地位について、平和構築・開発援助・人道援助活動の最
前線を支えています。フィールドで自分のチームを率いて活躍したり、本部でも責任分野を持って貢献したりするランクであるP5に3名、P4に
10名、P3に35名がついて、国際機関の活動を支えて奮闘しています。これらの修了生の方々は、新しい研修員たちがUNV等として国際機関で
勤務し始める際に、直近の上司となる階層の方々です。本事業では、すでに修了生と研修員が交流する機会を設けるキャリア構築支援も多々行
ってきていますが、こうした重厚な修了生の方々とのネットワークは、本事業が持つ大きな財産の一つです。

プライマリー・コース日本人修了生の国連のポスト

※JPO派遣・UNV契約延長含む(令和4年3月現在)

ADB(アジア開発銀行)／1名
DPO(国連平和活動局)／1名
EBRD（欧州復興開発銀行）／1名
ICC(国際刑事裁判所)／1名
IFAD（国際農業開発基金）／1名
ILO（国連労働機関）／1名
Joint UNDP-DPPA Programme on Building national 
Capacities for Conflict Prevention(紛争予防のための
国家能力の構築に関する国連開発計画(UNDP)政務・平和
構築局(DPPA)共同プログラム)／1名
OCHA(国連人道問題調整事務所)／1名
OHCHR(国連人権高等弁務官事務所)／1名
OSCE（欧州安全保障協力機構ウクライナ特別監視団）／1名
SRSG/SVC(紛争下の性的暴力に関する国連事務総長
特別代表事務所)／1名

UNDPKO（国連平和維持活動局）／１名
UNDRR（国連防災機関）／1名
UNFIL（国連レバノン暫定軍）／1名
UN-Habitat(国連人間居住計画)／2名
UNMAS(国連地雷対策サービス部)／1名
UNAMA(国連アフガニスタン支援ミッション)
／1名
International IDEA(民主主義・選挙支援国際
研究所)／1名
Global Fund(世界エイズ・結核・マラリア対策
基金)／1名
UNS（国連事務局）／1名
UNSOS（国連ソマリア支援事務所）／1名
WHO(世界保健機関)／1名

UNHCR(国連難民高等弁務官事務所)／17名
UNICEF(国連児童基金)／16名
UNDP(国連開発計画)／11名
WFP(国連世界食糧計画)／6名
IOM(国際移住機関)／4名
UNRCO(国連常駐調整官事務所)／3名
UN Women(国連女性機関)／3名
WB(世界銀行)／3名
日本アセアンセンター／3名
UNFPA(国連人口基金)／2名
UNODC(国連薬物犯罪事務所)／2名
UNV(国連ボランティア計画)／2名
FAO(国連食糧農業機関)／2名
UNU(国連大学)／1名
UNODA(国連軍縮部)／1名

プライマリー・コース修了生が所属する国連・国際機関(平成19年度~令和元年度)

事業参加前のキャリアを見ると平和構
築/開発分野に既に関わっていた者も見
られるものの、国連・国際機関でのキャ
リアを積んでいた者はわずかしか見ら
れません。海外派遣後は、国連・国際機
関、JPOでのキャリアをスタートさせ、継
続させる者が多く見受けられます。

＞＞＞＞

NGO・NPO 6%

国連ボランティア
21% 国連・国際機関

22%

JICA 4%

政府 10%

JPO 30%

民間 2%
大学院 2%

※平成19～令和2年度（海外派遣中の研修員は除く）

海外派遣終了直後

その他 3%

NGO・NPO
20%

国連・国際機関 1%
国連ボランティア 5%

インターン 8%

JICA 8%

政府 15%

民間 33%

大学院 9%

その他 1%

※平成19～令和３年度

事業参加前

プライマリー・コース研修員・修了生の事業参加前後の職業

10 20 30 40 50 60 80700 (人)90

80国連・国際機関

JPO*1 1919

その他*2 2323

政府 1414
5JICA

NGO・NPO 44
民間 99 平成19年度～令和元年度までの修了生193名のデータ(うち、過去1年以上確認のとれない39名を除く)

J P O (ジュニア・プロフェッショナル・オフィサー)とは、日本政府が派遣にかかる経費を負担することに
より、将来的に国際機関で正規職員として勤務することを志望する若手日本人が、一定期間（原則2年間）
各国際機関で職員として勤務し、正規職員となるために必要な知識・経験を積む機会を得る制度です。

*1

「その他」には、育児等のキャリア上の理由による活動に従事している方や上記項目以外に従事されて
いる方が該当します。

*2

※令和4（2022）年3月時点プライマリー・コース日本人修了生の現在の職業

データでみるキャリア構築
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　キャリア構築において一番重要なことは、ビジョンを持つことだと思います。自分自身について言えば、Peace  
and  Secur i tyにこだわるビジョンを持ってやってきました。Peace  and  Secur i tyでキャリアを伸ばしていくため
には、どんな仕事に意味があるか、自分がやりたいことは何かというビジョンを第一にして、経験を積んできました。
色々な機関で勤務し、防衛協力において大使館と働いてとても順調だった時もランクがその当時より低くさらに厳

大庭 真理枝
現在、南スーダンにおける衝突の解決に関する再活性化された合意を支援する国連開発計画(UNDP)南スーダン再統合専門官を務める。平成19（2007）
年度事業修了生。平和・安全保障における多様な経験を持つ。国連コンゴ民主共和国安定化ミッション（MONUSCO）ジェンダー・選挙顧問、女性の安全保
障を推進するための国連女性機関（UN Women）コンゴ民主共和国での性的暴力（SVC）に関する特別顧問、コンゴ民主共和国における性的暴力に取り
組むための国連コンゴ民主共和国安定化ミッション（MONUSCO）上席プログラム担当官として勤務してきた。

しいフィールドのポストをあえてとったときもありました。それも自分のビジョンを大切にする観点からは一貫性があったからだったので、振
り返ってみれば時々は後悔したこれらのハードシップ経験が結果的に価値のあるものとなり総合的に見ても有用でした。良いことかは分かり
ませんが、私の場合はチャレンジに挑み、そこでベストを尽くし、前向きに、現在のPeace  and  Secur i tyの仕事に貢献する特徴的な多様な視
点を得ることを目指しています。本当に大切なのは、多様な経験を積みながら、キャリアとしての一貫性を保つビジョンを持って行くことだと
思います。私は、今まで自分が前向きでユニークな性格の持ち主であると思っていましたが、これから自分がどうなっていくのかは、まさに神
のみぞ知るといったところでしょうか！

　仕事だけではなく、生きていれば多くのライフイベントに遭遇することになります。職種の性質上先が読めない
ことも多い中、自分の心身の健康や家族のことも考えなくてはなりません。例えば、私は、新しいポストに応募する
際には、子どもたちの学校の質、大気汚染の程度、夫も仕事を見つけられやすそうな場所かどうかなど色々な要素
を見ます。日本にいる家族がサポートが必要になることもあります。年齢を重ねると考えることも増えて、なかなか

鈴木 恵理
現在、国連児童基金（UNICEF）東部・南部アフリカ地域事務所で子どもの保護専門官を務める。平成19（2007）年度事業修了生。2006年から2018年の間、
子どもの保護担当官・専門官としてユニセフ・シエラレオネ事務所 、南アジア地 域 事 務 所で勤 務した。プライマリー・コースを通じては、国連ボランティア

（UNV）としてスーダン・ダルフールの PKO ミッション（民生部門）に派遣された。

骨の折れることですし、うまくバランスを取りながら臨機応変にやっていくしかありません。若いころに異なる組織や仕事を経験して自分にと
っての向き不向きを判断するのも大事なことと思います。私は、途中で開発寄りにシフトしました。

　より良く働くためには、より良く休むことが必要だと思います。ただずっと懸命に働き続けているだけでは、私た
ちはただ摩耗してしまうだけです。特に部下を持つようになったら、部下に休ませるためにも、自分が上手く休む
ところを見せていかなければなりません。効率的に働くということは、効率的に休むということと同じです。休むと
いうのは、仕事のスィッチを切るということです。パンデミックの時代のリモート勤務が常態化した環境では、自宅

渡辺 愛子
現在、国連平和活動局（DPO）プログラム管理官を務める。平成20（2008）年度事業修了生。2011年と2018年の間、在エチオピア日本国大使館経済協力
調整員、国連事務局 PKO 局アジア統合オペレーションチーム准政務官、事務次長室（PKO 担当）政務官、事務総長室国連オペレーション・危機管理センタ
ーレポーティング・オフィサー、プロジェクト・オフィサーとして勤務した。プライマリー・コースの一環で国連ボランティア（UNV）として国連開発計画（UNDP）
コソボにプログラム・アナリストとして派遣された。

が職場になってしまうなど、スイッチの切り替えは一層難しくなっています。だからこそスイッチを切り替えすることを上手にマネジメントして
いくことの重要性は増しています。単線的に発展していくキャリア構築は存在しません。現実は人生のライフイベントなどが作り出す多くの曲
線をマネジメントし続けていかなければなりません。

　ソマリアや南スーダンなどのハードシップのフィールド経験をUNICEFやIOMで積み、日本の環境省とUNICEF
民間連携部署での職歴も経た後、今はマーシャル諸島でUNDPの気候変動に強靭な水資源開発プロジェクトを担
当しています。自分としては、開発援助を、人道支援や平和構築と結びつけていくことをライフワークとして考えて

熊丸 耕志
現在、マーシャル諸島の国連開発計画（UNDP）にてGCF資金による気候変動に強靭な水資源開発プロジェクト「ACWA」のマネージャーを務める。平成23

（2011）年度事業修了生。過去12年間、国連児童基金（UNICEF）、国際移住機関（IOM）でソマリアや南スーダンといった脆弱・紛争の影響下にある地域
含め、サブサハラアフリカで水衛生（WASH）プログラムを通じた平和構築・人道支援・開発に従事した。環境省、UNICEFジュネーブ・東京で、アジア太平洋
地域の気候変動適応の主流化や民間連携・イノベーションを通じた次世代のWASHプログラムに向けて尽力した。プライマリー・コースの一環で国連ボラン
ティア（UNV）としてケニアにあるIOMソマリア事務所に水衛生専門官として派遣された。2011年に水資源工学の博士号（Ph.D.）を取得。

いるため、水を軸として現場、政策、気候変動、民間連携といった多様な切り口を異なる組織で経験してきた軌跡の全てが今に活きています。
南スーダンで生死の境をさまよい、隣国ケニアに搬送され入院した時は、自分のカラダはもとより、再び現地に戻ってしんどい立場の子どもた
ちやお母ちゃんたちに寄り添えることができるのか、そんな不安に苛まされて辛い時期がありました。そんなとき病院に駆けつけて寄り添って
くれたのは、プライマリー・コースの同期の仲間でした。心を許せる友人や仲間がいてくれることに強く感謝しながら、再び南スーダンの現場
に戻ったことを覚えています。

　国連の仕事をする醍醐味は、特にフィールド事務所にいる際に、現地スタッフと対等な関係を持ちながら一緒
に仕事をして行けることではないかと思います。現地情勢に詳しい現地スタッフから学べることが沢山あり、刺激
的でした。フィールドの仕事で一番良いのは、自分のアイディアを具体的な形にしていきやすく、クリエイティブに
なれるし、リーダーシップをとりやすいところだと思います。ただフィールドでは、仕事ばかりの生活になりやすい

藤村 梨紗
現在、ニューヨークで国連政治・平和構築局（DPPA)-国連開発計画（UNDP）共同プログラムM&E・プログラム専門官を務める。平成24（2012年度）年度
事業修了生。2014年と2019年の間、国連事務局政務局（DPA）政務官補、平和構築支援事務所（PBSO）アソシエイト・エキスパート、UNDPシリア国事務
所でプログラム・スペシャリストとして勤務した。プライマリー・コースの一環で国連ボランティア（UNV）としてUNDPパレスチナ人支援プログラムにガバナ
ンス・アナリストとして派遣された。

ので、気分転換の方法をしっかり作っていくことが大事です。できれば現地社会と接点のあるものが良いですね。自分自身は、しっかりフィー
ルドでの経験を積んだ後に、ニューヨークでまた違った仕事を経験して、キャリアの幅を広げています。

　今はニューヨークの本部勤務ですが、10年ほどはフィールドで働いていました。そこで多くのすごいなと思える
人たちと出会えたことが財産になっています。自分にできないことであっても、多彩なネットワークを駆使して仕事
を進めていく上司の姿などを見て、刺激を受けました。フィールド勤務と本部勤務の経験を組み合わせてキャリア

桑田 弘史
現在、国連開発計画(UNDP)ニューヨーク本部にて国別支援管理チームプロジェクト調整専門官を務める。平成25（2013）年度事業修了生。2015年から
2020年の間、スーダン国連プロジェクトサービス機関(UNOPS)で給水、学校、保健所修復プロジェクトのプロジェクト・コーディネーター、ブータン国連常
駐代表事務所（UN Resident Coordinatorʼs Office）常駐代表補佐官、国連児童基金（UNICEF）南スーダン事務所UNICEF-UNDPパートナーシップ資
金調達専門官として勤務した。プライマリー・コースの一環で国連ボランティア（UNV）として国連開発計画（UNDP）バングラデシュ事務所のチッタゴン丘陵
地帯開発機関 (Chittagong Hil l  Tract Development Faci l i ty (CHTDF))にプログラム・オフィサーとして派遣された。

を進めていくことが大切ではないかと思っています。日ごろからすべての業務に真剣に取り組んでいれば、自ずと応募面接の際にアピールで
きる経験はどんどん蓄積されます。ただもちろん日々の業務を遂行しながら常にコンピテンシーを意識し続けられるわけでもないので、ポス
トに応じた整理は必要になってくるとは思います。

　UNV、JPOを含め、国連で働き始めてからの最初の3年間程は、その後のキャリア構築において特に重要である
と考えています。色々試すことのできるその期間に積極的に様々な経験を積み、所属する組織、働き方、専門性、新
たに必要となる知識やスキル、そして何よりも自分の志向やライフスタイルに合うかどうかなどの分析を深め、情

舛岡 真理
現在、国連WFPアフガニスタン事務所サプライチェーンオフィサーを務める。平成25（2013）年度事業修了生。高校時代より食料援助分野に関わることを目
指し、国連WFPを志す。2014年WFPミャンマー事務所へ赴任、国内避難民キャンプへの食料支援等に携わった。WFPローマ本部を経て、WFPナイジェリア
事務所・ラゴス支部所長。緊急支援の上流オペレーションを担当した。2019年4月よりWFPイエメン事務所赴任、現金及びバウチャーによる支援を担当した。
2021年9月より現職、サプライチェーンのオペレーションを担当する。慶応義塾大学総合政策学部卒。London School of Economics and Polit ical  
Science社会政策修士。

報収集を行うことが肝要と考えるためです。この分析が長期的なキャリア構築の計画を助けると感じています。またこの期間にソフトスキルや
課題に対する情熱の確認を行うことの重要性も強調しておきたいと思います。

　民間セクターで働いた後、国際機関に関心を持ちました。ただ新しいキャリアに踏み出すには遅いのではない
かという懸念はありました。そんなとき、今もプライマリー・コースの講師をなさっている中村俊裕さんと話ができ
る機会がありました。そこで「自分でも国際機関でのキャリアを進められるでしょうか」と率直に聞いてみたところ、
「もちろんだよ」とおっしゃっていただいたことが、人材育成事業に応募する大きなきっかけになりました。すでに

大塚 玲奈
現在、環境・気候変動・エネルギーの分野で国連開発計画（UNDP）デジタルイノベーション専門官を務める。平成28（2016）年度事業修了生。2017年と
2020年の間、UNDPニューヨーク本部で気候変動に関するデータイノーベーション専門官、UNDPルワンダで環境専門官として勤務した。プライマリー・コ
ースの一環で国連ボランティア（UNV）としてUNDPルワンダに環境専門官として派遣された。

子どもも二人いましたので、ルワンダでのUNV勤務も容易ではありませんでしたが、石の上にも3年、の気持ちで延長を繰り返して頑張ってい
たところ、本部でのP4のポストを獲得することができました。結果的にはUNVとしての3年間は貴重な自分自身への投資となりました。

　「平和構築・開発のためのグローバル人材育成事業」は、2007年に立ち上げられた「平和構築のための人材育成パイロット事業」から数えて、15年目の
「人材育成事業」になります。この間にたくさんの修了生が生まれ、平和構築・開発援助・人道援助などの分野で、大活躍をされています。新たに事業に参
加してくる研修員にとって、先輩たちの歩みは大きな励みになっています。もちろん修了生の方々も、日々それぞれのキャリアの構築に努力をされていま
す。仕事面での挑戦だけではなく、ライフイベントをどう乗り切っていくかも、長いキャリアの構築にあたっては、大きな課題となります。修了生一人一人
に語りつくせないキャリア構築のドラマがあると言えますので、一般論でキャリア構築を語っていくことはできません。ただ、それだけに数多くの先輩方
の歩みの中から一つでも多くの気づきを見出していくことが大切になるでしょう。こうした考え方から、今年度も「プライマリー・コース」では、数多くの修
了生の方々に研修に講師としてご貢献いただき、様々な洞察を披露していただきました。ここではその一端を紹介させていただきたいと思います。

事業が目指すキャリア構築

講師によるキャリア構築のアドバイス
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